
楽しく食べる子どもに
～保育所における食育に関する指針
～
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食育計画PDCAの活用
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アセスメント(実態把握)＝課題は何なのか

SOAP(ソープ)※の視点で記録してみる

※医療現場における記録の手法

S
（subjective）
主観的情報

O
（objective）
客観的情報

A
（assessment）

評価

P
（plan）

計画

•食事中の子どもたちが
何についてはなしてい
たか
•食環境とどうかかわっ
ていたか
•カトラリーの使い方、
食事マナーはどうか

•例年の子どもたちと比
較してどうか

•課題に上がった内容は
クラスの何割くらいか
•

•SOから考えられる課
題は何か

•次はどのような経験が
必要になるか

•次の成長を促すために
は、どのような環境や
活動が必要か

•どのような援助が必要
か



アレルギーのメカニズム

3
保育士・栄養士・調理員等のための保育現場の食物アレルギー対応(これからの保育シリーズ)



食物アレルギーの診断

4保育士・栄養士・調理員等のための保育現場の食物アレルギー対応(これからの保育シリーズ)



保育所におけるアレルギー対応ガイドライ
ン
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保育所におけるアレルギー対応マニュアル
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保育所の食事の提供のあり方

7

食育の推進は「楽しく食べる子どもに～保育所における食育に関する指針～」を参考にし
ましょう

保育所保育指針(解説)

①お腹がすくリズムのもてる子ども
②食べたいもの、好きなものが増える子
ども
③一緒に食べたい人がいる子ども
④食事づくり、準備にかかわる子ども
⑤食べものを話題にする子ども

期待する具体的な育ちの姿

１）「食と健康」
２）「食と人間関係」
３）「食と文化」
４）「いのちの育ちと食」
５）「料理と食」

食育の内容5項目



保育所の食事の提供のあり方

8

１）「食と健康」
食を通じて、健康な心と体を育て、自らが健康で安全な生活をつくり出す力を養う

２）「食と人間関係」
食を通じて、他の人々と親しみ支え合うために、自立心を育て、人とかかわる力を養う

３）「食と文化」
食を通じて、人々が築き、継承してきた様々な文化を理解し、つくり出す力を養う

４）「いのちの育ちと食」
食を通じて、自らも含めたすべてのいのちを大切にする力を養う

５）「料理と食」
食を通じて、素材に目を向け、素材にかかわり、素材を調理することに関心を持つ力を
養う

食育の内容5項目

食
事
に
か
か
わ
る
体
験
を

通
し
て
援
助
さ
れ
る
事
項



年間食育計画① 月齢別に「ねらい」と「活動内容」を設定し、また「発達の目安」を確認し

ながら、適切な「環境構成・保育者の援助」を考えま魂 1日の生活全体の

連続性を踏まえて「家庭との連携」についても明記しま魂 また、地域と連携

した活動についても考えます。         作成例 =■I P。30～330・ 1歳児
年
間
日
標

「全体的な計画」に基づき、また「指導計画」とも関連付けた

1年間を通して基本とする目標を立てまt

ま

す

期

ね
ら
い
　

一　
活
動
内
容

環
境
構
成
。保
育
者
の
援
助

家
庭
・地
域
と
の
連
携

発
達
の
目
安

1期 (生後5か月未満) 2期 (生後5～6か月) 3期 (生後7～ 8か月) 4# (k#le-trh,E)

授乳期 離乳初期 離乳中期 離乳後期

年間目標を達成するために、期ごとの具体的なねらしヽを設定しま

子どもが身につけることが望まれる心情、意欲、態度などを示しま
一人一人の子どもの発

育・発達に合わせて、4期
に分けて作成しま魂¬一――

|

ねらいを達成するための具体的な活動内容を考えま
‐
丸活動によって

生まれる子どもの反応や成長を具体的に予測しながら設定しま魂

ねらいを達成するために、また活動内容に拳げた事柄をより良く実譲するためti必要な~ 
人的環境と物的環境を考えま曳保育者の援助については、より具体的に記載しま魂

食の充実が1日の生活全体の連続性の中で保たれるように、家庭と
・ の連携が緊密になるよう配慮した計画を立でま筑 またt地域と連携~ 
することで、園だけでは不足している部分を補います.

月齢に伴う子どもの発達の目安を記します。

亀́

年間食育計画③ 30405歳児i:年間食育計画④ 304・ 5歳児
「活動内容」を「食習慣・知識」「調理」「栽

培」の3つの項目に分けて計画を作成しま魂

「職員間の連携」という項目において「保育

者」「栄養士」「調理員」の各役割を明記するこ

とで、より適切な環境構成を行いま茂

作成例 ‐||, P.44・ 45

28 饉轟饉撥実践力を身につける

作成例 蠅 ::11.(‐ P.42043

年間計画は「全体的な計画」に基づき、その年齢の発達を

1回E壼圏堕圏壼□圏目四圏困□圏困□1田堕麗日憂憂圏國國困日
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:年間食育計画0 l年間を4期に分けて、「ねらい」と「活動内容」を設定し、

「行事」を考慮しつつ、適切な「環境構成・保育者の援助」を

考えま魂また、園だけでなく、家庭や地域とも連携して食育

を進めていきます。        作成性 ‐‐'・1・ り。34～41
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鑢鼈覺綺讀鼈蟷 30405歳児

各月の「ねらい」を設定し、その「ねらい」を実現するため

に必要な「活動内容」を考えます。また、「ねらい」と「活動内

容」を設定する際には、各月の「行事」も考慮します。「家庭ヘ

の働きかけ」も連動して計画します〇 作成″」整=懸 P。46047
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「全体的な計画」に優≧多ゞき、また「指導計画」なも関連付けた
1年間を通して基本とする翻標を立てま筑

期 1期 (4・ 5月 ) zffi(.6.7.88) 3Hl ts.lo.ll.l2E) 4期 (1・ 2・ 3月 )

年間簿標を達成襲 ため薔↓、麟ご
｀
との具体的なならヽ をヽ設定機ま魂

子どもが激につけることが望まれる′か′購、意欲、態度などを示抵よ・す:

ねらいを達成するための具体釣な活動内容を考え議魂
特に3歳以上児につしヽでは「食育の5壌雷」に響意しなが多作成極議魂

あ
Ｔ
ら

い

ねらいを達成するためほ また活動内容に挙‡うド
｀
た事柄をより良く実践するため↓[ふ要な人的環境・

物的環境を考えます。また、子と
'｀

もが興味 t関心を持って活動 :こ参力oできる環境構成を考えます。

家
庭
。地
域
と
の
連
携

画だけでなく、家庭と連携なて食育を進めてしヽくためな 犠えた燎ヽことゃ
確認なたいこと、連携を図りたもヽことな考えます。また、子どもが豊かな食

―
一
の体験ができるような地域の人々との交流も計画しま魂

|            |
季節のイテ事なと

｀`|に
ついて議 bます。特 :t食に両連する行事‡戚、単発

イベントななて終わらなし`よう|こ、言十画の中にきちんと位置付け.ま |ま、

年
間
目
標

期 ねらい 活動内容 行事 家庭への働きかけ

４

月 潟ごとに作成極ま魂
５

月



地域砕食材 徹調理 ‐瞥難

いつもの遊びの中で、おままごとをしたり、砂場でお団子を作ったりしてい

る子どもにとって、本物の食材や調理器具を使って自ら調理し、食べる経験

をすることは、食欲や調理に対する意欲を高める良い機会です。

包丁やホットプレートなど熱くなる調理器具を使う場合、怪我の危険を伴

うため十分注意することが必要ですが、手助けをし過ぎたり、口出しし過ぎる

ことのないようにして、子どもの「自分でやってみる」という意欲と「自分でで

きた」という達成感が育まれるようにしましょう。

地域の食材を調理保育で扱うことで、農家等の地域をより身近に感じ、

環境や生物多様性に触れたり、郷土や地場産物を好きになることが期待で

きます。積極的に取り入れてみましょう。

また、「まだ幼いから」「危ないから」「大変だから」という理由で、子ども

が食事の準備に関わることに消極的な家庭もあるかもしれませんが、調理

保育や通常の給食の準備。後片付けでできるようになったことを伝え、家庭

でできることも増やしてもらいましょう。

´ ●|し
~`

・ S,電 ,

調理保育のPOint

ねらいを踏まえ、対象の子どもの

年齢と発達段階。経験値に応じ

た計画を立てましょう。

子どもが見通しをもって活動でき

るように、事前に材料、調理工

程、器具の使い方、注意事項な

どについて丁寧に説明しておきま

しょう。

子どもが自ら衛生面、安全面の

意識を持てるように促しましょう。

食物アレルギー児に配慮した計

画を立てましょう。
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意轟王里イ援、育itお tする4諭生管I里のTた、点、

こ事前の準備 (持ち物・爪切りなど)を保護者に依頼し

ま可尾

「,調理台 (机 )。調理器具を適切に洗浄・消毒しま魂

●清潔なエプロン・マスク・三角巾等を着用します。髪

の毛が長い場合は結びま魂
:1下痢をしているなど体調の悪い子どもや手指に傷の

ある子どもなどについては、状況を確認し、参加の仕

方を検討しま塊
|'II適切な手洗いをし、清潔なタオルやペーパータオル

で拭き、消毒しま魂タオルは共用せず、個別で用意し

ます。調理前だけでなく、汚れたものに触れた後には

その都度適切な手洗いができているかを確認します。

:調理中、トイレに行くときには、エプ

ロン・マスク・三角巾をはずしま魂
●:調理終了後の手洗い、使用した台

(机)の消毒も徹底しま魂

■1調理したものは、室温で放置せず、

なるべく早く(出来上がりから2時

間以内に)食べま魂

[= fi' r I L r 1 | 49 -e i3f -l )' z百
・  Z
■|・lr

番 嗜

,
■ 0●

【材料13歳以上児1人分
・
‐
'伎
豆:          90g   牛手し(又は豆乳)45g

llバター(有塩)   1.5g  塩。こしよう 適宣
洋風だしの素 (コンソメ)0.8g  ベーコン   10g
■玉ねぎ       30g  水     80g
※お好みで刻みパセリ・青のり。生クリーム

【作り方】
0枝豆を蒟でる。
②粗<切ったベーコンと玉葱、薄皮を剥いた枝豆を、バタ
ーで炒める。
O②に半量の水をカロえて煮る。
④③をフードプロセッサー等で粉砕する。
O④を鍋等に戻し、残りの水と牛乳、洋風だしの素を力□え
て煮て、塩。こしょうで味を調える(煮詰め過ぎない)。

※3歳未満児・離乳食にも応用できます。
※アレルギーに考慮する場合は、ベーコン不使用で塩味を調整します。
※小麦アレルギー対応には、洋風だしの素の代わりに、鶏ガラスープで

も作れます。
※家庭では、旬の枝豆をサッと苑で、冷凍保存すれば小分けして使えます。

熱量1 65kcaL蛋 白質19g』旨質10.3g.Fel.3mg.Ca90mg.∨∧32μg.∨ Bl
020m3∨ B20 14mg.∨ C18mg.食物繊維3.7g食塩相当量0.6g
*栄養価:3歳以上児1人分(日本人の食事摂取基準2020年版/NPO法
人ちゅ―りつぷの心 おはな保育園(古河市認可園)給食室

66 G固轟D実践力を身につける

)令禦毛たのしめろ

‐
=鷲

テーマ別
食育計画



ある日の食育実践計画・評価【作成例】

年月日 20× ×年8月 ×曰

ヒ。人数 ひまわり組 (4歳児)、 さくら組(5歳児)・ 40名

色場所 2階ホール 1  担当者名  1 保育士:保育友恵  調理員:食育彩美
i活動 地域の農家の方にもらった枝豆でポタージュを作り、食べる。

保育者・調理員や友達と協力し合いながら、地域の食材を使った調理を楽しむ。

時刻 留意点

前日

8:30

10:30

11:10

11:25

11:50

12:00

翌 日

響地域の農家の方に枝豆をもらいに行く。
部枝豆を枝からはず塊

■三角巾、エプロン、マスクをつける。
■手を洗い、消毒する。
●・調理で使うテーフウレの上を拭き、)lj毒する。
.■材料、調理器具を取りに行く。
|■調理方法と注意点を聞く。
■1茄でる前の枝豆と茄でた後の枝豆を比べてみる。

・ 茄で枝豆をさやから取り出し、薄皮を剥く。

・―保育者と一緒にベーコンを切る。
■・保育者が玉ねぎを薄切りにするところを見る。

■保育者が、鍋にバターを入れて加熱し、ベーコン

と玉ねぎ、枝豆を炒めるところを見る。
・■保育者が水を加え、煮るところを見る。
●・保育者が煮えた材料をフードプロセッサーにか

け、粉砕するところを見る。
●1保育者が粉砕したものを再び鍋に戻し、水、牛
乳、洋風だしの素を加えて煮て、塩・こしょうで味
を調えるところを見る。

‐後片付けを行う。
|‐
給食の準備をする。

■給食のときに、作った枝豆ポタージュを味わい、
感想を伝え合う。

‐農家の方にお礼の絵手紙を書く。
(みんなでお礼の言葉を考える。言葉は字を書きたい

子どもが書き、後日、絵手紙を持参してお礼を伝える。)

枝豆は枝についたままの状態でもらう。

雖ホール内にテーブレレ・椅子を設置して

おく。
撥調理室で枝豆を発でておく。

‐|||1当 Bの持ち物をl週間前までに伝え
ておく。

|■材料、調理器具を準備する。
・■調理方法は写真で、注意点について

はイラストで説明する。
一・苑でる前の枝豆も少し残しておき、比
べられるようにする。

犠茄で枝豆をさやから取り出し、薄皮
を剥く手本を示す。
檬ベーコンの切り方の手本を示す。

子どもには難しい作業は保育者が行

うが、全員が十分見学できるように、
班ごとに見に来てもらう。

‐・ 完成した枝豆ポタージュを見た子ど

もから、後片付けを行うように促二

作ってみた感想や味についてを話

題にするよう働きかける。

攀紙やベン・色鉛筆・クレヨンなどを用
意する。

‐交通安全に留意する。

舗枝豆は生では苦みが強く生食に適さない

ことを説明する。

勲トイレに行くときには、エプロン・マスク・三角

巾をはずすように促魂
厳作り方と注意点については、前日までに一

度説明をして理解を深めてもらい、当日に

再度確認を行う。

謝苑で枝豆は十分に冷めていることを確認

する。

包丁 (4本 )の管理に留意し、子どもが切る

ときは必ず立ち会い、援助する。
保育者の作業を見てもらうときには、子ども
の見える高さになるように調整する。

やコン0を取り扱うときは、やけどしないよう子
どもとコン0の距離に留意する。近づいてよ
い位置を明確に示す。保育者は鍋から離
れない。

子どもたちが感謝の気持ちを言葉で表現で

きるように見守り、場合によっては援助する。

■■1週間前までに当日の持ち物 (三角巾、ェプ0ン、マスク、タオル)を伝える。 ||■ 当日は爪を短く切りそろえておくように伝える。
・おたよりで枝豆ポタージュ作りの様子を報告する。 ‐‐家庭でも食事作りに参加できる機会を増やすように促す。
■家庭で簡単に作れる枝豆料理のレシピを伝える。

当日欠席した2名 には、後曰枝豆を冷凍しておき渡した。ポタージュのレシピを渡し、家庭でも同様に作る体験ができるよう促した。

‐‐枝豆の薄皮を剥く作業に苦戦している子どもがいたが、できたときの達成感は大きかったようだった。また、指先が器用な子どもとそうではな
い子どもの個人差が大きかったので、遊びの中で手指を動かすゲームを取り入れたい。
・・調理の後半は、ほとんどが保育者の作業になったが、子どもたちは興味津 で々見学していた。特にフードプロセッサーを初めて見た子どもは、
「何これつ」「どうなるのつ」と身を乗り出して見ていた。今後の調理保育でも、できるだけさまざまな調理器具を取り入れたい。

驚
一

整
ぶ饉
テ
ー
マ
別
　
地
域
の
食
材
を
調
理
す
る

|||||||||||||■

ねらい

〕舌1重 1内容 環境構成

家庭との
連携

記録

評価・反省

応用ポイント

●近所の農産物直売所や商店に枝豆を買いに行くことでも、地域との交流につながります
また、調理担当者が用意した枝豆を調理室に受け取りに行くだけでも、いつも調理してくれている人への感謝の気持ちにつながることが期待できます。

●枝豆を茄でるところから活動に取り入れることもできます。また、みんなで枝豆を苑でて食べるだけでも、季節の恵みを感じられるでしょう。

鷺::鐵欝::ill実 践刀を身につける 67



テーマ別
食育計画 さつま
″ _1｀ ~~^=

さつまいも掘りは多くの園で実施されている行事ですが、単発の行事として終わ

らせるのではなく、さつまいもを掘る前に畑を観察したり、絵本を読んだりして子ど

もの関心を高めるところから、収穫後にみんなで食べるところまで、生産から消費

までの食べ物の循環を意識した計画を立てて取り組みましょう。

絵本や図鑑などでさつまいもについて親しみを持つように工夫をしても、中には

あまり興味を示さない子どももいるでしょうが、無理強いせず、一人一人が主体的

に行える活動内容を考えて、環境構成を見直しましょう。

さつまいも掘りの際には、一人で掘り出すことが難しい場合もありますが、すぐに

手を出さずに見守ることを心がけましょう。自分で掘ることができたという達成感を

味わい、子どもの自信や肯定感は育まれていきます。収穫後のさつまいもの大きさ

や形を子ども同士で見比べて、「大きいね」「くじらの形ににてるね」など、子ども自

身が表現できるように関わりましょう。

′いへ (く

´ ヽ

市村 久子 原案
赤羽 末吉 作。絵
福音館書店

いもほり遠足を楽しみに待つ

子どもたちのファンタジー。

あらす機

楽しみにしていたいもほり遠足の日、雨が降って延期になってしまい

ました。残念がる子どもたちは大きな紙においもを描きはじめます。紙

をつなげてつなげて、おいもの絵はどんどん大きくなります。大きなお

いもは、ヘリコプターで幼稚園に運びます。プールに浮かべて船にし

たり、かいじゅうにみたてて遊びます。たくさん遊んだあとは、天ぷら、

焼きいも、大学いも、たくさん作っておいもパーティ!大きなおいもを
めぐる子どもたちの空想がつまった絵童話で魂

読んであげるなら 4才から
自分で読むなら  小学低学年から

鷲P奪 おヽ毛燻驚

さとうわきこ 作
福音館書店

子どもたちに大人気の

「ばばばあちゃんシリーズ」のやきいものお話です。

あらすじ
秋も深まったある日、子どもたちと落ち葉を集め、たき火をはじめた

ばばばあちゃんのお目当てはもちろん、やきいもです。でも、子どもた

ちに誘われて、サツマイモだけじゃあなく、ジャガイモやらサトイモや

ら、たき火のなかにいれはじめました。それどころか、ミカンや、カキ

や、お菓子までも……。さあ、どんなやきいもパーティになりますか。

おおきなおおきな
おいも

ばばばあちゃんの

やきいもたいかい

読んであげるなら

自分で読むなら

4才 から

小学低学年から
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ある日の食育実践計画・評価【作成例】

実施年月日 20× ×年 10月 ×日

対象。人数 すみれ組 (3歳児)、 ひまわり組(4歳児)、 さくら組(5歳児)・ 58名

実施場所 保育園併設のさつまいも畑 担当者名 保育士:栄養育子  調理員 :食育彩美
主な活動 さつまいも掘りをする。

ねらい 身近な自然に好奇心を持ってかかわる。自分より年下または年上の子どもと交流しながら収穫の喜びを味わう。

時刻 活動内容 環境構成 留意点

前日まで

9:40

9:50

10:00

10:45

後 日

|さつまいもの世話をしながら、育つ様子を観察する。
さつまいもが登場する絵本や図鑑を読む。

i当 日の服装・持ち物を1週間前までに
伝えておく。
■さつまいもに関心を持てるように、絵

本や図鑑を用意する。

■絵本や図鑑は無理強いせず、読みたいと

思ったときに読んでもらう。
き絵本や図鑑は、子どもの目に触れやすい場
に置き、落ちついて見ることができる環境を

作る。

準備をする。(帽子・軍手・長靴) ●スコップなどを準備する。 幸全員がきちんと帽子を被っているかを確認

する。

火日́、イテく。

説明を聞く。
.葉や茎などを観察しながら、さつまいもを掘り、収
穫する。

・
.収穫したさつまいもを観察する。
・子ども同士で収穫したさつまいもを観察し、大き
さや形、色を比べる。

■年上の子どもが年下の子どもをサポ
ートしやすくなるよう必要に応じて声
掛けを行う。

=葉
やつるの形状や実り方に興味を持
ってもらえるように声掛けを行う。

幸異年齢の子ども同士がかかわり合えるよう
に働きかける。
●後日、ふかし芋にしてもらい、みんなで食べ

ることを伝える。

後片付けをする。
靴や服についた泥を落とす。 =使

ったスコップなどを片づけるように

声をかける。

■忘れ物がないか、確認をするように促筑

調理室でふかし芋にしてもらい、食べる。
=さ
つまいも掘りの感想やふかし芋の
味が話題になるように働きかける。

■ふかし芋はよく噛んでから食べないと、喉に
詰まってしまうことを説明し、水分とともに少
量をゆっくり食べるように伝える。

家庭との

連携

,11週間前までに当日の服装 (帽子、汚れても構わない長袖。長ズボン・長靴)と持ち物 (軍手、タオル)を伝える。
おたよりでさつまいも堀りの様子を報告する。
家庭でさつまいもを食べる際に、さつまいも掘りのことを話題にしてもらうよう促す。
さつまいもを使った料理を家庭でも作ってもらえるように、レシピを配布する。

記録

_当 日欠席の3名 には、活動の様子を伝え、収穫したさつまいもをお土産にして渡した。
すみれ組の収穫に時間がかかり、予定の時間内に終わらなかった。

評価・反省

年下の子どもに「大丈夫?手伝ってあげるよ」と話しかけている子どもの姿が多く見られた。中には「自分でやりたい」と思っている子どもの分
も手伝っている場合もあったため、次回はそれに配慮した援助を行いたい。
「花壇の土とは少し違うよね」「砂場の砂とは全然違うね」とおしゃべりしながら畑の上の感触を楽しむことができた。
上の中から出てきたミミズに嫌がる子どもはおらず、みんな興味津 だ々った。一人一人が畑に愛着を持っているように思える。

口回

ア

マ

男」

さ
つ

ま
い

も
掘
り

応用ポイント

●さつまいも掘りの後、焼きいも会やスイートポテトなどの調理保育につなげることもできま魂

●調理で残ったさつまいもの端の断面に絵を彫り、スタンプにして遊ぶこともできま魂 (絵は保育者が彫りま魂 )

●さつまいものツルでリースを作ることもできます。定番のクリスマスやお正月のリースもよいですが、

戸外遊びで拾ったどんぐり。まつばっくりなどを飾って秋のリースを作るのもよいでしょう。

《驚驚難》実践力を身につける 73
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原因となる食べ物を食べで主に2時間以内(多くは食べた直後から30分間)に、皮膚・呼吸器・粘膜・消化器等に症状が出現するものです。乳児から
学童等年齢を問わず発症しますが(最も患老数が多いのは乳児で、年齢が上がるにつれて治っていくことが多いため、患者数は減っていきます。園の給

かに医療機関受診の手配をとりま魂 (保護者への連絡も同時。)園では、その症状を記録し、医師に情報がつなげる

原因食物や食物アレルギーの重症度を正しく診断してもらうために、少しでも多くの確かな状況を医師に伝えられる準備が必要です。

幽液穣査(lg匿抗体等機査)
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畿膚鸞スト(プ |プ ンヽクテスト)

食物アレルギーの診断手順と必要な検査は次に示す通り

で塊 検査は主に3つ ありま魂

食物摂取状況や症状の経過等、くわしい問診のあとは、

血液検査をするのが一般的です。医療機関によっては、血液

アレルギー症状を引き起こしたと思われるアレルゲンの血液

中の「lgE抗体」の量を測ります。抗体の値が高いほど、抗体がた

くさんあることを示しています。しかし抗体値と症状の強さは一

検査ではなく、皮膚テスト等を行う場合もありま魂

血液検査や皮膚テストはあくまで診断の補助的なもので、

診断を確定することはできません。  
‐

アレルゲンの試薬を皮膚に1滴のせて、専用の針で皮膚にごく

わずかな傷をつけ、蚊に刺されたような反応を示したら陽性と

判断されます。手軽にできますが、アレルギーに強く反応する場

合、全身に症状が現れることがあるので注意が必要です。

爽鰺欝濃‡議?

アレルギー症状の程度は、アレ

ルゲン特異的なlgE抗体の値や

皮膚試験からは予測しにくいた

め、少量ずつ食材を食べます。重

篤な症状を起こしたことのある

子どもは、下唇へ食品を軽く付

けて、何も症状が起こらないか

を観察します。
☆或る負荷試験の例
食物経□負荷試験は夕方の時間帯に検
査することができるクリニック等がある一
方、大学病院等では、次のように時間をか
けて行われることが多いです。安全性確
保のため、時間をかけて行われます(およ

そ2～3時間)。

※食物経|」負荷試験当日の激しい運動や長時
間の人浴は、アレルギー症状を誘発する可能性
がありますので、当日はゆつくり過ごせるよう
環境に注意しましよう。

負荷試験開始。(30-60分間隔で1回～
3回位に分けて摂取していきます。)
負荷試験中は、定期的に診察され、必
要があれば処置が行われます。少量から
徐々に量を増やしていきます。症状によつ
ては陽性と判定した時点で負荷試験を中
止し、適切な処置を行います。無事に摂取
終了後、1～ 2時間程度は経過観察をしま
す。明らかな症状が出現しない場合は、陰
性です。(一次判定)
陰性の場合、自宅での摂取を繰り返し、
次回受診日に最終的な判定となります。

(最終判定)

致するとは限りません。

いいえ

釉魏纏醸釉磯厄鳳

医師の指導の下でアレルゲ

ンと思われる食物を実際に食

べて、症状を確認する試験。

症状が現れた際に対応ので

きる設備や体制が整つている

病院で行われます。

_食物経口負荷試験で入院中の子ども

食物経□負荷試験は、食物が原因であるかどうかについて最も信頼の高い検査です
リスクとしては、検査を受ける子どもが、アナフィラキシーを起こす危険もあります

～検査はいつ行われるか～

食物経□負荷試験は、アレルギーの原因と思われる食物を実際に食べてみて検査をしま魂 この検査は、アレ
ルギー症状が出現するか否かを確認する検査ですので、リスクを考ぇて、アナフィラキシーショックのある子どもに
は原則行われません

`‐

アナフィラキシーショックを起こした後、何年か経過しているような場合は、症状を起こさなく
なっている可能性もありますので、慎重に検査を行うことは可能です。
牛乳、卵、小麦、大豆による食物アレルギーのある子どもは、原因食材 (アレルグン)を 1年間べ1年半程除去し
た後に行われます状況によってはアレルグン特異的なlgE抗体の推移を参考とし、除去後6カ月で負荷試験が
行われる場合もあります。
ピーナッツ、ナッツ、魚による食物アレルギーのある子どもは、アレルゲンを3年間除去した後に実施します。状況
によってはアレルグン特異的なlgE抗体の推移を参考にして、除去後 1年から2年ほどで食物経□負荷試験を行
うこともあります.
その他の食材については、1年間～1年半程除去した後に行われます。

出典:食物アレルギー研究会「食物アレルギー診療の手引き2020」 を改編
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食物アレルギーは、病歴などのくわしい問診や適切なアレルギー検査をもとにして診断されます
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アレルギー疾患を有する子どもが誤って食物アレルギーの原因食品を食べてしまうことを
‐「誤食」といいます。保育所における

1誤食の原因の多くはぼ 配膳」等のヒューマンエラーです。                         ‐

また、加工食品のアレルギー表示の見落としや理解不足が誤食を招くこともあります。力0工食品のアレルギー表示は食品表示

法で定められています。見落としのないよう、アレルギー表示の見方をよく理解することが大切です。詳しくは饒檄
.:‐'P.49

保育所等におけるアレルギー疾患を有する子どもへの対応は、「安全の確保」を最優先するため、給食では「完全除去」が原

則としま魂また、配膳ミスを防ぐ仕組みづくりが大切で魂 詳しくは饉爾饂:|:`・ P.24           _

44.4%

必
要
最
小
限
の
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去
の
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方
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０
１
ル
～

間違えて配膳してしまつた

他の園児・児童に配膳された食物を食べてしまった

原材料の見落とし

調理担当から保育士への伝達もれ

園児・児童についての食物アレルギーに関する情報が

職員間で共有されなかった

調理の段階で原因食材が混入してしまつた

保護者からの情報が足りなかった

行事の時に間違えて食べたり、触れてしまつた

アレルギー児に詳しい人 (常勤の保育士など)が休みだつた

その他

16.9%

13.7%

10.2%

8.1%腱陽 勒

7.6%響彙覇釉轟

5.2%鸞襲露i

3.4%睡催

3.9%圏彗

6.1%鋏絋

(厚生労働省平成27年度子ども|・子育て支援推進調査研究事業補助型調査研究「保育所入所児童のアレルギー疾患罹患

状況と保育所におけるアレルギー対策に関する実態調査調査報告書 :平成28年 3月東京慈恵会医科大学」から)一部改変
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保育所で「はじめての食品」は避ける

保育所で出される分量と同量を、家庭において少な

くとも2回以上、食べてみて問題のなかった食材の

みを提供するようにする。
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食の視点では誤食にが豊援款
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爆竃爾膠で
保育所での食物アレルギー対応

は医師の診断をもとに行うことが

大前提です。保育所給食で提供

する食品に対して、食物アレル

ギーがある子どもについては、医

療機関を受診して、「生活管理指

導表」を園に提出していただきま

す。事前 (おおよそ1カ月前)に、保

護者と園で使用する食品を確認

して、対象食品を除去した安全な

給食提供に努めます。

濶颯

厖

献立作成から注意

調理の作業工程等を踏まえ、除去食作成も一般食

からの展開によって可能となるような献立が望まし

い。また、日常的に食べない食材は献立に組み込ま

ないようにする。
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躙
「完全除去」か「解除」か、を原則に

部分除去は、調理や配膳が煩雑になり広い作業ス

ペースが必要となる。また子どもの体調によって症状

が出る場合があるため採用しない。安全を最優先

し、完全除去か解除を原則とする。
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原材料表示の確認

普段から使用している加工食品であっても、リニュー

アルなどで原材料の変更がある場合があります。「い

つもと同じ製品だから大丈夫」と思うことなく、毎回

きちんと確認を行うことが必要です。

原材料表示について帰靱・P.51
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コンタミネーション(意図しない混入 )

のない調理と搬送

①調理室内での指差し、声出しによる二重の確認

②対象園児と除去食品の見える化

③専用トレーの使用
～専用トレーを使用することの大切な意味～

単品で扱うより、アレルギー疾患への対応を要する子どもごとに
″
1人分
′′
と

してトレーで管理することで誤配誤食等の間違いが減ります。また、盛り付

け後のトレーは日立つ色付きラップで覆うと、アレルギー対応のトレーで

あることが誰の日からもわかり、子どもが直接食品に触れることを防げま

す。ラップには、注意事項を油性ベンで書くことで二重の防止策にもなり

ます。トレーごとやアレルゲンごとに色を分けるより、ひとつの色や柄がつい

ているトレーや食器で統一し、色がついていたり柄が付いているトレー

や食器はアレルギー対応が必要な子どものトレーであると誰もが認識で

きるようにすることが大切です。

職員による、誤食防止の体制づくり

①対象園児と除去食品の見える化

②配膳時の声出し確認をルーティン化

③対象園児が他園児の食べ物に手が届かないよう、

座席や職員の配置に留意する。
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保護者との連携

献立表等を用いて、保護検 除去の内容を確認する。
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食物経□負荷試験の結果により医師から完全解除の診断がされたのち、複

数回は自宅において、保育所で提供される同量を摂取し、安全を確認する手

除 去 の解 除 は手 順 をふ ん で  順を踏んでもらう。安全が確認できた後は、職員の配置や行事等を鑑みて、可 暑
能な限り余裕のある日から、子どもの体調の良い時から保育所での解除を開 蟻

始する。                              響
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休日保育・イベントの日は要注意 !

職員が少なくなる体曰保育や、イベントの日、異動の

ある年度末年度始めは特に念入りにチェックを行う。
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